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から 令和 4年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人 AA日本ゼネラルサービス

11
事業の成果

| コロナ禍の影響が残る中、アルコール関連の学会や市民フォーラムなどが再開されてきた。

1 9月 8日から10日 に、「2022年度アルコール・薬物依存関連問題学会 学術総会」が宮城県で開

催された。資料提供ならびに情報提供をおこない、アルコール医療にかかわる関係者との交流を図る

とともに、AAのプログラムの内容を伝えることができた。

6月 20日 に厚生労働省が取り組む「依存症の理解を深めるための啓発事業」に対して情報提供を

行った。

依存症を抱える方や疑われる方、家族支援者等の依存症に関係する方々が、依存症についてど

のように感じているか、また、早期に相談や治療につながるために、どのようなメッセージを発信するこ

とが望ましいかという趣旨のもと、AAメンバー (アルコール依存症当事者)より、自身の経験をもとにヒ

アリングに応じた。

10月 1日から6日 にかけて、第 27回 WSM(ワールド・サービス・ミーティング)がオンライン形式で

開催された。今回の WSMは当初日本で開催の予定であったが、コロナ禍の影響を鑑みアメリカを拠
点としたオンラインでの開催となった。

時差のため日本からは夜間・深夜帯での参加となったが、49の国と地域、72名の参加者とともに参

加各国のAAの代表者とさまざまな問題について情報交換や協議を行った。アルコールの問題を持
った人たちへ手を差し伸べる活動を展開するための有意義な会議となった。

(1)情報提供事業

今年度の増刷件数は昨年より増加した。

増刷にあたつては在庫と頒布実績から増刷時期を把握し適正なタイミングで行つているが、コロナ

禍の影響を受け、書籍の頒布数が減ったことで、昨年度の増刷予定分が今年度にずれ込んだものも

一部あった。

アマゾン販売では、『アルコホーリクス・アノニマス(ビッグブック)ハードカバー』、『どうやつて飲まな
いでいるか』、『アルコホーリクス・アノニマス 成年に達する』、『12のステップと12の伝統』、『回復ヘ

の道 パートⅢ、Ⅳ』、『アルコホーリクス・アノニマス(ビッグブック)朗読CD』を引き続き取り扱ってい|

いずれの書籍も例年通りの販売数を維持していることから、アルコール依存症からの回復を求め司

いる人が依然として多く存在することを窺わせる。                      |

1 広報活動として、月刊誌「BOX-916」や季刊「AA日 本ニューズレター」などを例年と変わらずに嘲

1門医療機関や行政機関へ届けている。この広報活動を継続することは、専門医療機関や行政機関と|

|の
協力関係の維持と構築のために必要であると考えている。      _____________」



1 
平常時であっても、コロナ禍の状況であっても、AAの活動が社会資源の一つとして存在感を持
ち、信頼を得られるよう、引き続き情報の発信に努めていきたい。

(2)自助活動の育成支援事業

I AAのプログラムに基づくグループ活動の実践が、アルコール依存症からの回復に効果をもたら引

にとが経験的に示されている。そのグループ活動を支援するため、国内で 600あまりの自助活動グ羽

|―プに対し全国研修会を開催し、国内各地域の代表者らとともにこれまでの活動の情報交換を行

い、今後の方針について協議した。                           |
また前述の通り、広報活動のための定期刊行物や書籍、資料等の贈呈配布は例年と同様に行っ|

|

た。                                        |

(3)国際協力事業

世界との交流については、前述のように 10月 にオンライン形式で開かれたWSM(ワールド・サービ

ス・ミーティング)に参加をして、世界各地の参加者とともに各国の現状を話し合った。



2事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 事 業 内 容
実 施

日 時

実 施

場 所

従事者

の人数

受益者対象者の

範囲及び人数

支出額

(千円)

情報提供事

業

書籍等の出版事業

3人

アルコール依存症

者及びその家族、支

援者、医療機関等関

係者など全国不特

定多数

27,923

(1)印刷物の作成頒布
アルコール依存症からの回

復のためのパンフレット、ニュ

ーズレターの発行

通年

(2)書籍の発行頒布
AAプ ログラム必須の書籍
の発行頒布

通年

(3)BOX916の 発行頒布
AAの定期刊行誌「BOX9
16」 の発行

毎月 1回

自助活動の

育成支援事

業

全国研修会
2月 5日 ～

7日

オンライン

形式
10人

アルコール依存症

者及び支援者

1,580

「依存症の理解を深めるため

の啓発事業」へのヒヤリング
6月 20日

当法人

事務所
1人

アルコール依存症

者及び支援者、医療

機関等関係者

アルコール・薬物依存関連問題

学会 学術総会
9月 8日 ～

9月 10日

宮城県

仙台市
2人

書籍、冊子の贈呈配布 毎月 全国各地 1人

国際協力事

業

国際協力活動

ワールド・サービス・ミーティ
ング

10月 1日 ～

10月 6日

オンライン

形式
2人

49ヶ 国とそれに伴

う言語地域
アルコール依存症

者及び支援者、医療

機関等関係者 330
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令和 4年度
令和4年 1月 1日 から

活動計算書
令和 4年 12月 31日 まで
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事業収益
書籍頒布
外国語書籍頒布

事業費計
2 管理費
(1)人件費

(2)
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費
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費
固
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当期経常増減額

当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

2

AA日 本ニュ嘲
゛
レター頒布

定期刊行物頒布
その他

3 その他収益
受取利息

経常収益計
I 経常費用

役員報酬
給料手当
法定福利費

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計

Ⅳ 経常外費用
経常外費用計

経常収益
1 献金

1     1

(1)

単位 :円
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令和4年度 特定非営利活動にかかる事業会計貸借対照表

令和4年 12月 31日 現在
特定非営利活動法人 AA日本ゼネラルサービス

日

Ｈ科 金 額

746,573

11,735,402

510,766

7,614,720

100,000

20,707,461

2,300,000

87,000

2,387,000

23,094,461

23,094,461

972,501

243,906

1,218,466

801,602

575,600

3,812,075

3,812,075

3,812,

20,269,486

-987,100

19,282,386

23,094,461

I 資産の部

流動資産

現 金

預 金

未収入金

貯蔵品

前払費用

流動資産合計

2 固定資産
敷金

電話加入権

固定資産合計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

預り金

仮受金

前受金

未払い消費税

流動負債合計

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固定負債合計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負 債 及び 正 味 財 産 合計
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令和4年度 特定非営利活動にかかる事業会計財産目録

令和4年 12月 31日現在
特定非営利活動法人 AA日本ゼネラルサービス

科
日

［ 金 額

746,573

7,850,290

2,003,161

1,651,871

230,080

100,000

510,766

7,614,720

20,707,461

2,300,000

87,000

2,387,000

23,094,461

972,501

243,906

1,218,466

801,602

575,600

3,812,075

3,812,075

19,282,386

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

現金

普通預金 きらばし銀行
定期預金 きらばし銀行
振替口座 立教郵便局
PayPal

前払費用

未収入金

貯蔵品 (書籍)

流動資産合計

2 固定資産
敷金

電話加入権

固定資産合計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

預り金

仮受金

前受金

未払い消費税

流動負債合計

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固定負債合計

負 債 合 計

正 味 財 産



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

壺壁塑L豊型匿重塑ム△▲旦圭些LE塑」左
=三
塁

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた

期間氏   名

〇
監事

コヤマ シケ
゛
ル 令和4年 1月 1日

令和4年 3月 31日
征

小山 茂

９

“
監事

オオシマ エイコ 令和4年 1月 1日

令和4年 12月 31日
征

大嶋 栄子

2 ∈)監事
マエサト ヒトシ 令和4年 4月 1日

令和 4年 12月 31日
征

真栄里 仁

5 ∈)監事
サトウ ショウイチ 令和4年 1月 1日

令和4年 3月 31日
缶

佐藤 彰一

3 ∈)監事
オオサコ マサヤ 令和4年 1月 1日

令和4年 3月 31日
鉦

大迫 将也

4 ∈)監事
ムラカワユウソ
゛
ウ 令和4年 1月 1日

令和 4年 3月 31日
征

村川 有三

´
り ∈)監事

ナカ
゛
サワ ヒロユキ 令和4年 1月 1日

令和4年 12月 31日
征

長澤 裕之

′
０ ∈)監事

オタ
゛
ニ  イクオ 令和 4年 2月 17日

令和4年 12月 31日
征

小谷 育男

Ｏ

υ ∈)監事
イマイ  カツノリ 令和4年 1月 1日

令和 4年 12月 31日
征

今井 克典

Ｏ
υ o監

事
佐々木 純一

令和 4年 4月 1日

令和 4年 12月 31日
征



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

9 ∈)監事 湯澤 則子
令和4年 4月 1日

令和4年 12月 31日
征

9 〇
監事 塩見 和多留

令和4年 4月 1日

令和4年 11月 30日
征

10 〔巨ヨ》監事
アライ  フミノフ

゛
令和 4年 1月 1日

令和 4年 12月 31日
」聾

新井 文伸

11 〇
監事

カサハラ  エイシ
゛

令和4年 1月 1日

令和4年 12月 31日
征

笠原 栄治

12 〇
監事

タサキ マミ 令和4年 1月 1日

令和4年 12月 31日
缶

田崎 麻美

13 理当∈∋
ホシ ヤスミチ 令和4年 1月 1日

令和4年 3月 31日
征

星 保充

3
⌒

理く監ジ
オオサコ マサヤ 令和 4年 4月 1日

令和4年 12月 31日
征

大迫 将也

3 ダグ グルーディ
令和4年 4月 1日

令和4年 12月 31日
征



書式第 3号 (法第 29条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
令和 4年  12月 31日 時点
特定非営利活動法人 AA日 本ゼネラルサービス

氏   名

1 大嶋 栄子

2 真栄里 仁

3 長澤 裕之

4 小谷 育男

5 今井 克典

6 佐々木 純一

7 湯澤 則子

8 新井 文伸

9 田崎 麻美

10 笠原 栄治

11 大迫 将也

12 ダグ グルーディ



特定非営利活動法人 AA日 本ゼネラルサービス

令和 4年度  監査報告書

特定非営利活動法人 AA日 本ゼネラルサービス 定款第 36条の規定により理
事長が作成し、提出された

1.令和 4年度 事業報告書

2.令和4年度 活動計算書

3.令和4年度 貸借対照表

4.令和4年度 財産目録

を監査した結果、いずれも正確にして適法であることを認めます。

6fnsF 2fr lt n

監事  ダグ グルーディ

監事 大迫 将也


